
シリーズ４年上第５回・くわしい解説
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 1

(1) ５３ (2) ６３７

× ７９ × ２０８

４７７ ５０９６

３７１ １２７４

４１８７ １３２４９６

(3) ４５００から０を２個取りのぞき，５６０から０を１個取りのぞいて，

４５×５６の計算をしてから，そのあと取りのぞいた３個の０をくっつけます。

４５

× ５６

２７０

２２５

２５２０

２５２０に３個の０をくっつけるので，２５２００００ になります。

（注意）２５２０の０を忘れて，２５２０００ にしやすいので注意しましょう。

(4) １６ あまり ３ (5) ３８
４ ）６７ ２４ ） ９１２

４ ７２

２７ １９２

２４ １９２

３ ０

(6) わる数とわられる数の両方から０を１個ずつ取って計算しましょう。

あまりがあるときは，消した０を下におろすことを忘れないようにしましょう。

３２０ ４１７００）
１３０ あまり １００

３２
９７
９６
１００
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 2

(1) １２００×２７０ の計算は，１２００からは０を２個，２７０からは０を１個

取りのぞいて，１２×２７＝３２４ とします。

３２４ に，０を３個くっつけて，３２４０００ が答えです。

(2) １２７人を，３６人ずつバスに乗せるのですから，わり算になります。

１２７÷３６＝３ あまり １９

１２７人はバス３台に乗って，あと１９人があまっています。

あまっている１９人も遠足に行くためには，もう１台バスが必要です。

よって，バスは ３＋１＝４（台）になります。

(3) ４２００円を，毎日１６０円ずつ使うのですから，わり算になります。

４２００÷１６０＝２６ あまり ４０ ですから，２６日間使って，あと４０円あま

ります。

２６日目には貯金はなくなっていません。まだ，４０円あまっているのです。

よって，貯金がなくなるのは ２６＋１＝２７（日目）です。

また，最後の日に使う貯金は４０円です。

(4) ３０００円を出したら，あつりは１０円だったのですから，使ったお金は，

３０００－１０＝２９９０（円）です。

２９９０円で，ミカンとリンゴを買いました。

ミカンは，１個６５円のものを２２個買ったのですから，６５×２２＝１４３０（円）

ぶん，買いました。

よって，リンゴは ２９９０－１４３０＝１５６０（円）ぶん，買いました。

リンゴ１個は１２０円ですから，リンゴを １５６０÷１２０＝１３（個）買ったこと

になります。
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 3

(1) １７＋６×７
かけ算が先

＝１７＋４２

＝５９

(2) ７２÷（１９－７）÷２
かっこが先

＝７２÷１２÷２

左が先

＝６÷２

＝３

(3) （２＋３）×（８０－４８÷１６）
わり算が先

＝（２＋３）×（８０－３）
かっこが先 かっこが先

＝５×７７

＝３８５

(4) １９５÷{３＋（５＋７）×３}
かっこが先

＝１９５÷（３＋１２×３）
かけ算が先

＝１９５÷（３＋３６）

かっこが先

＝１９５÷３９

＝５
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 4

(1) 簡単な例 ２＋３＝５

□をつけて， ２＋３＝５ ならば， ＝５－２＝３

この問題では， １７＋ ＝３５ ですから， ＝３５－１７＝１８

(2) 簡単な例 ５－２＝３

□をつけて， ５－２＝３ ならば， ＝３＋２＝５

この問題では， －１３＝２８ ですから， ＝２８＋１３＝４１

(3) 簡単な例 ２×３＝６

□をつけて， ２×３＝６ ならば， ＝６÷３＝２

この問題では， ×８＝９６ ですから， ＝９６÷８＝１２

(4) 簡単な例 ６÷２＝３

□をつけて， ６÷２＝３ ならば， ＝６÷３＝２

この問題では， ８４÷ ＝１４ ですから， ＝８４÷１４＝６

(5) ６×□－８＝７０ の式には，かけ算とひき算が登場しています。

かけ算とひき算のうち，先にするのはかけ算です。

そこで，かけ算のところを，大きい でかこむと，

６×□－８＝７０ となります。

－８＝７０ ですから， ＝７０＋８＝７８

よって，６×□＝７８。

□＝７８÷６＝１３ になります。

(6) （１６－□）×４＝３６ の式には，かっこが登場しています。

かっこを先に計算するというきまりがありますから，かっこの部分を大きい で

かこむと，（１６－□）×４＝３６ となります。

×４＝３６ ですから， ＝３６÷４＝９ です。

の中は，１６－□ ですから，１６－□＝９ となります。

□＝１６－９＝７ となります。

最後の計算を，１６＋９＝２５ とするミスが多いので，注意しましょう。
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 5

(1) たし算は，どんな順番で計算してもOKです。

６５＋４２９＋７１ のうち，まず ４２９＋７１ を先に計算すると，

４２９＋７１＝５００ となります。

次に，６５＋５００ を計算して，答えは５６５です。

(2) かけ算は，どんな順番で計算してもOKです。

９３×２５×４ のうち，まず ２５×４ を先に計算すると，２５×４＝１００ と

なります。

次に，９３×１００ を計算して，答えは９３００です。

(3) ９９９×８ は，８円のものを９９９個買ったことと同じです。

９９９個ははんぱなので，１０００個買って，あとから１個返します。

８円のもの１０００個だと，８×１０００＝８０００（円）です。

あとで８円のもの１個ぶんを返すので，８０００－８＝７９９２ になります。

(4) ５７×２４－７×２４ は，２４円のものを５７個買ってから，同じ２４円のもの

を７個返したことと同じです。

５７個買って７個返したのですから，５７－７＝５０（個）を買いました。

２４円のものを５０個買ったので，２４×５０＝１２００ になります。

※ ２４×５０ を，くふうして計算することもできます。

５０ という数は，１００÷２ と同じですから，２４×５０ を，

２４×１００÷２ とします。

この式の意味は，「２４を１００倍して２で割る」という意味ですが，順番を

かえて，「２４を２で割って１００倍する」としても同じことです。

２４を２で割って１２，１２の１００倍ですから，答えは１２００になります。
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 6 (1)

ア＋９ が ５になることはありえないので，

ア＋９ は，１５になります。

よって，アは １５－９＝６ です。

十の位に１くり上がっています。

２＋ウ＋１ が６ですから，

ウは，６－１－２＝３ です。

百の位へのくり上がりはないので，

７＋イ が，１０になります。

よって，イは １０－７＝３ です。

答えは，ア＝６，イ＝３，ウ＝３ になります。

７２ア
イウ９

０６５１

＋

７２６

イウ９

０６５１

＋ １

７２６
イ３９

０６５１

＋ １

７２６

３３９

０６５１

＋
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 6 (2)

６からオをひいて８になることはありえないので，

十の位から１をもらってきて，１６－オ が，８になります。

よって，オは １６－８＝８ です。

十の位は，エ－１－４＝０ となります。

よって，エは ４＋１＝５ です。

百の位は貸し借りがないので，５－２＝３ がカです。

答えは，エ＝５，オ＝８，カ＝３ になります。

５エ６

２４オ

カ０８

－

５エ６

２４８

カ０８

－

１

５５６

２４８

カ０８

－

１

５５６

２４８

３０８

－
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 6 (3)

一の位に注目します。

かけ算の九九の，７の段のことを考えてみましょう。

７にクをかけて，一の位が２になるのは，７×６＝４２ だけ

です。

よって，右図のようになります。

十の位に４くり上がっていて，９になるのですから，

くり上がりの４がないと，９－４＝５ です。

よって十の位は，７にキをかけて，一の位が５になるものを

考えます。

すると，７×５＝３５ が，あてはまります。

今度は，３がくり上がっています。

７×２＝１４ で，３くり上がっていますから，

千の位は１，百の位は７になります。

答えは，キ＝５，ク＝６，ケ＝１，コ＝７ になります。

２キ ク

７

コ９２

×

２キ６

７

コ９２

× 4

２５６

７

コ９２

× 43

２５６

７

７ ９２１

×

ケ

ケ

ケ
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 7

(1) 一直線は１８０度ですから，アは １８０－５４＝１２６（度）です。

(2) イと６３度とは同じ角度ですから，イも６３度です。

(3) 右図のようにゼット形がありますから，

かげをつけた角度は５５度です。

一直線は１８０度ですから，

ウは １８０－５５＝１２５（度）です。

(4) ６５度とエの和が，９３度と同じ角度ですから，エは ９３－６５＝２８（度）で

す。

(5) １２１度をコピーしたのが，４４度とオの和です。

オは，１２１－４４＝７７（度）です。

(6) ゼット形なので，５２度とカの和が，７７度と同じ角度になります。

よってカは，７７－５２＝２５（度）になります。

55°

ウ
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

基本 8

(1) 問題の内容を線分図にしたのが，右図です。

赤から５羽を取りのぞくと，赤と黄の和は

２３－５＝１８ になり，赤と黄は同じ長さに

なります。

同じ長さのもの２本で１８ですから，１本ぶんは，１８÷２＝９ です。

よって，黄色いインコは９羽いることになります。

(2) 問題の内容を線分図にしたのが，右図です。

右図のように，短いリボンの方を１４cmのばす

と，長いリボンと短いのリボンの和は ７０＋１４＝８４

(cm)になり，２本は同じ長さになります。

１本ぶんは ８４÷２＝４２（cm）です。

よって，長い方のリボンの長さは４２cmになります。

(3) 平均点というのは，合計点を個数（この問題の場合は科目数）で割ったものです。

いま，算数は９５点，国語は８１点です。

２科目の合計点は，９５＋８１＝１７６（点）ですから，２科目の平均点は，

１７６÷２＝８８（点）です。

赤

黄

23
5

赤

黄

23
5 18

長

短

70
14

長

短

70
14 84

14
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

(4) 平均点というのは，合計点を個数（この問題の場合は科目数）で割ったものです。

２科目の平均点が８５点ですから，２科目の合計点は，８５×２＝１７０（点）

です。

算数は国語よりも８点高いので，右図のような線分図に

なります。

国語の得点を８点増やすと，算数と国語の和は

１７０＋８＝１７８（点）になります。

算数２本ぶんが１７８点なので，算数の得点は，

１７８÷２＝８９（点）になります。

(5) 一郎君，二郎君，三郎君の３人が持っている

カードを合わせると，４５まいです。

二郎君は一郎君より１３まい多く持っています。

三郎君は二郎君より８まい少ないので，

一郎君より １３－８＝５（まい）多く持っています。

二郎君から１３まい，三郎君から５まい取りのぞく

と，３人の和は ４５－（１３＋５）＝２７（まい）に

なります。

一郎君のカードのまい数は，

２７÷３＝９（まい）です。

算

国

170
8

算

国

170
8 178

8

一

二 45

三

一

二 45
13

三

一

二 45
13

三
5

一

二 45
13

三
5

27
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

練習 1

(1) 春子さんは，２４ページずつ読んだのは，１５日目までです。

１５日間で，２４×１５＝３６０（ページ）を読みました。

１６日目は，１５ページだけ読みました。

本のページ数は，３６０＋１５＝３７５（ページ）です。

(2) 秋子さんは，最後の日に，他の日よりも５ページ少なく読みました。

もし，本のページ数が５ページ多かったら，最後の日も他の日と同じページ数を

読むことになります。

本のページ数は(1)で求めた通り３７５ページでしたから，３７５＋５＝３８０（ペ

ージ）あれば，毎日同じページ数ずつ読んで，２０日目に読み終わることになります。

２０日間で３８０ページ読むので，１日あたり，３８０÷２０＝１９（ページ）ず

つ読むことになります。
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

練習 2

(1) ４１度の角度をコピーすれば，右図の

かげをつけた角度も４１度です。

一直線は１８０度なので，

ア＝１８０－４１＝１３９（度）です。

(2) 右図のように補助線を引きます。

ゼット形がありますから，かげの部分の角度は

４１度です。

右図のかげをつけた部分の角度は，

８９－４１＝４８（度）になるので，

イも，同じく４８度になります。

89°

41°

ア

イ

89°

41°

ア

イ

41°

89°

41°

ア

イ

41°

41°

89°

41°

ア

イ

41°

41°
48°
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

練習 3

(1) 「ある数Ａを１５でわったところ，商が１２であまりは９」というのは，

「Ａの中に１５が１２回入っていて，９あまっている。」という意味です。

右のような図になります。

よってＡは，１５×１２＋９＝１８９ に

なります。

(2) １８９÷２９＝６ あまり １５ ですから， ６
２９ ） １８９

あまりは１５になります。 １７４

１５

15 15

12個

1515 9

Ａ
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

練習 4

(1) クッキーを入れる箱は３２箱

あります。

まず，クッキーが９個ずつ入った箱を

１８箱作りました。

残りの箱にはクッキーを７個ずつ入れた

ところ，クッキーが１個も入っていない

箱が，３箱できました。

ということは，クッキーを７個ずつ入れ

た箱は，３２－（１８＋３）＝１１（箱）

あることになります。

９個ずつの箱が１８箱で，９×１８＝１６２（個），

７個ずつの箱が１１箱で，７×１１＝７７（個）です。

したがって，クッキーの数は，１６２＋７７＝２３９（個）になります。

(2) (1)によって，クッキーは全部で２３９個あることがわかりました。

(2)では，この２３９個のクッキーを，６個ずつ入れ直すことになります。

２３９÷６＝３９ あまり ５ ですから，６個ずつの箱が３９箱できて，あと５個の

クッキーがあまります。

あまっている５個のクッキーを入れるのにもう１箱必要ですから，箱は，

３９＋１＝４０（箱）必要です。

クッキーの箱は３２箱あったのですから，あと，４０－３２＝８（箱）必要です。

…………

32箱

…………………………

…… ……9 9

32箱

18箱

………………

…… ……9 9 7 7

32箱

18箱 3箱

…… ……9 9 7 7

32箱

18箱 11箱 3箱
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

練習 5 (1)

ワンポイント たつや君とのり子さんの合計がわかります。

問題文に，「たつや君はのり子さんより８大きい」と

いうことが書いてありました。

また，たつや君とのり子さんの２人で，１から８まで

の８まいのカードをすべてもらったのですから，２人の

和は，１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＝３６ になり

ます。

たつや君から８を取りのぞくと，２人の和は，

３６－８＝２８ になります。

よって，のり子さんが持っているカードの合計は，

２８÷２＝１４ になります。

た

の

36
8

た

の

23
8 28



- 18 -

シリーズ４上第５回 くわしい解説

練習 5 (2)

(1)によって，のり子さんが持っている４まいのカードの合計は，１４であることが

わかりました。

たつや君はのり子さんより８大きいので，たつや君が持っている４まいのカードの合

計は，１４＋８＝２２ です。

また，たつや君は３のカードを，のり子さんは４のカードを持っています。

これらのことを整理すると，右図のようになります。

ここで，「１のカードはだれが持っているのか」を

考えてみます。

もし，１のカードをたつや君が持っていたとする

と，たつや君が持っているのこり２まいのカードの

和は，２２－（３＋１）＝１８です。

ところが，カードは８までしかないので，２まいのカードの和は最大で ７＋８＝１５

ですから，２まいのカードの和が１８になることはありません。

よって，１のカードを持っているのは，のり子さんということになります。

のり子さんの，のこり２まいのカードの和は，

１４－（４＋１）＝９ です。

２まいのカードの和が９になる組合せを，考

えてみましょう。

１と８ … １はすでにのり子さんが使っているのでダメ。

２と７ … ＯＫ

３と６ … ３はすでにたつや君が使っているのでダメ。

４と５ … ４はすでにのり子さんが使っているのでダメ。

以上のことから，のり子さんが持っている４まいのカードは，４，１，２，７です。

小さい順に整理して，１，２，４，７です。

た

の

3

4

合計は22

合計は14

た 3 合計は22

18

1

の 4 合計は14

9

1
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シリーズ４上第５回 くわしい解説

練習 6

右図のようにア，イ，ウとします。

イはアよりも１大きいです。

また，ウはアよりも７大きいです。

ア，イ，ウの合計は５０ですから，

右図のような線分図になります。

イとウから１と７を取りのぞくと，

５０－（１＋７）＝４２ になり，アは，

４２÷３＝１４ になります。

ア イ

ウ

ア

イ 50
1

7
ウ


